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2023年度
連結売上高

3,419
億円

電子先端材料
22%

ライフサイエン
ス

12%

環境事業

2%

化成品

33%

セメント

19%

その他

12%

基礎
情報

東京本部
福岡支店

広島支店

大阪オフィス

高松支店 名古屋営業所

徳山製造所

鹿島工場

周南営業所

徳山研究所

つくば研究所

先進技術
事業化センター

トクヤマヨーロッパ(ドイツ)
トクヤマデンタルダッチランド（ドイツ）
トクヤマデンタルイタリー（イタリア）

Europe

Asia・Oceania

トクヤマアメリカ(アメリカ)
トクヤマデンタルアメリカ（アメリカ）

America

創立

資本金

売上高

従業員数 5,734名（連結）24年3月末現在

グループ会
社数 63社                24年3月末現在

1918年（大正7年）

100億円

3,419億円 2023年度連結

他 東証プライム上場、 総合化学メーカー

徳玖山（上海/中国）

徳玖山国際貿易（上海/中国)

上海徳山塑料（中国)

徳山化工（浙江/中国)

愛研徳医療器械貿易（上海／中国）

トクヤマシンガポール（シンガポール)

韓徳化学（韓国)

トクヤマコリア（韓国)

STAC （韓国)

トクヤマニューカレドニア（ニューカレドニア)

台塑德山精密化學（台

湾）

台湾徳亞瑪（台湾)

德山台灣（台湾）

トクヤマグループ 概要

事業
ポート
フォリオ

拠点

つくば第二研究所



© 2024 Tokuyama Corporation. All rights reserved. 3

中期経営計画2025のポイント

◼ 中期経営計画2025では、事業ポートフォリオの転換を大きな柱にしている

中期経営計画2025

  事業ポートフォリオ
の転換

地球温暖化防止
への貢献

CSR経営の推進

１

２

3
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トクヤマでのDX推進の経緯
本格始動から2年

時期 内容

準備期

2020年11月 DX推進準備組織立ち上げ、全社ヒアリングを開始。

2021年2月 中期経営計画にDX推進の基本方針を掲載。

2021年12月
取締役会でTokuyamaDX（以下TDX）方針を決議。
設定した25のサブPJを順次立ち上げ。

立上期
2022年1月 DX認定取得（山口県本店所在地企業で初取得）

2022年6月 ペーパーレス 全社調査実施

推進期

2023年4月
デジタル統括本部創設、DX推進グループとITソリューショングループ
を集約

2024年1月 DX認定更新、製造所運営シミュレーションモデル「T-FORCE」を構築

2024年4月 社内DX教育受講者1,400名超、ペーパーレス2,100FM超実施

2024年5月 データ分析ツール「Tokuyama AutoML」を開発
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DX基本方針

変化を乗り越える

〈Phase3〉 変革の推進

〈Phase2〉 変革への基盤整備

〈Phase1〉 企業存続への施策実行

2030年度

トクヤマDX (TDX) 基本方針

✓ 変革(Phase3)を目指しつつも基本取組(Phase1,2)も重要
✓ Phase1～３は同時スタート

社内
ヒアリング

社内ヒアリング結果

✓ 現場担当から経営層まで様々ヒアリング
✓ 70部署以上、200名以上と対話

◼ 社内全体を巻き込んでいくために幅広くヒアリングを実施。意識と課題を吸上げ、
 トクヤマにとって最適な方針を 「TDX基本方針」 として策定した
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トクヤマDX PJ

PJオーナー:社長

PM:経営企画本部長
ステアリングコミッティ:
経営会議メンバー

ワークスタイルDXーPJ コーポレートDX－PJ

全社DX推進取組

PM:経営企画本部長

人材情報活用
経営サポート
機能高度化

シェアード
改革

研究開発DX－
PJ

研究開発
DX

PM:研究開発本部長

デジタルプラットフォーム構築PJ

連携基盤構築
(SoE)

データ基盤構築
(SoR)

分析基盤構築
(SoI)

PM:デジタル統括本部長 責任:デジタル統括本部長
ビジネス変革PJ

リサイクル
ネットワーク

デンタル
エコシステム

PM:経営企画本部長

CSR業務改革

教育・
リテラシー
向上TF

AI推進・
活用TF

各部署自主的
DX取組み・

全社DX新規取組み

SCM DX-PJ製造DX-PJ

生産改革
(徳山)

SCM
見える化
(徳山)

デリバリー
機能

購買改革

PM:徳山製造所長 PM:購買・物流部門長PM:LS部門長

生産改革
(鹿島)

SCM
見える化
(鹿島)

SCM
見える化
(デンタル)

PM:総務人事部門長

ペーパーレス
推進

デジタル業務
環境整備

業務見える化

生産改革
(Gr会社)

生産改革
(デンタル)

PM:各部門長

統括PMO:
DX推進Gr、関係部署

営業プロセス
改革

TDX体制の構築

※2022年4月時点体制図

◼ 重要テーマから、８カテゴリー/25施策 (サブプロジェクト）を選定
◼ 「社長をヘッド」 とする全社プロジェクトととして、ガバナンスを効かせて運営
◼ 中央から主導する 「トップダウン」、現場から底上げする 「ボトムアップ」 の両方向を織り交ぜ推進

本日のお話は
こちら
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ペーパーレス推進の実施

まずは現状把握から

なぜDX推進でペーパーレスなのか？

・ 紙とハンコが多い事実。
・ 分かりやすい取り組みで気運醸成。
・ やればすぐ出来る。

・ データとデジタルの利活用のため
また、より高度な施策実行のために
デジタイゼーションが不可欠。

TDXの最優先PJとして早期実施。

調査は「DXキーパーソン」を活用。

・ 限られた時間、リソースで全社調査を
行うには、PJメンバーだけでは不可能。
・ 「DXキーパーソン」に2次展開を依頼。

調査を通じて取り組みが自分事化
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全社調査の結果

設備関係の資料が4割を占める（赤枠部）。
社内の稟議書類も多く、紙の回覧押印を
改めて欲しいというニーズも高かった。
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ペーパーレス推進テーマ

全社調査を基に取り組みテーマを設定、業務側へアサインを依頼しスタート。

TDX ペーパレス推進プロジェクト

プロジェクトリーダー：総務グループ 課長 PMO：DX推進グループ 水田
コアメンバー：総務グループ1名、DX推進3名 他メンバー：各テーマ業務部署より多数

ペーパストックレス

稟議決裁の電子化

設備領域の電子化

間接業務ペーパレス

不要文書廃棄・電子化 各部署取り組み。四半期毎に計画、実績収集中。

ルール改正 『情報管理基準』等の見直し、風土改革。

付議の電子化

電子署名

電子契約

各種会議の付議、通知を24年5月から電子化。

取締役会議事録電子化に伴う電子署名導入検討。

2024年5月から、一部実施中。

工事関係申請の電子化

データマネジメント強化

間接業務ペーパレス

徳山製造所の各種申請の電子化(対外部含む)。

具体的な設備業務の電子化、基礎固め。

規程申請フローの電子化、環境安全領域の業革。

2023年下期～
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ペーパーレス推進PJ 事例

■不要文書廃棄、電子化の促進
調査時の文書量50％削減が目標
23年度末の実績は14.5％
電子化の遅れが顕著、今後支援

■文書管理のルール改訂
ペーパーレスを前提にルールを改正
タコ足化した規程類を統合
保存年限の検索性を向上

「仕分け」の支援、社内電子化拠点の機能強化
好事例の横展開 など



© 2024 Tokuyama Corporation. All rights reserved. 11

ペーパーレス推進PJ 事例

■決裁の電子化
稟議書類の電子化を実現
ハンコ回覧卒業の代表事例

■徳山製造所内申請の見直し
各種申請を簡素化、電子化
先行事例を皮切りに取り組みを拡大中

不要押印廃止
フロー簡素化

または

メール送付など簡単な
電子化で効率化
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ペーパーレス推進PJ 事例

設備領域の業務デジタル化（データマネジメント強化）

デジタル化を前提に、業務ルール/運用の標準化、環境整備を実施。

標準化：フォルダ構成、ファイル命名、保存場所、正本の定義、電子ファイルでの回覧や確認方法

環境整備：大容量ファイル送受方法の整備、専用Sharepointの整備、PDF編集ツールの導入

例：社外との大容量ファイル送受方法例：フォルダ構成の標準化
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PJ全体概要 運用
定着

未実施

施策
実行

要件
定義

方針
策定

調査
・計画

取組テーマ 施策分類 施策 進捗

(1)ペーパレスへ
の変革

ペーパレス基盤整備・
風土改革

取組テーマ 施策分類 施策 進捗

実施済み

ストックレス(文書削減・電子化活動)

デジタル化文書の保管場所(ストレージ)整備

文書量調査、現状把握、スコープ策定

FY24_04-07月
フェーズ実施

実施中

電子レビュー確立(仕様書・図面・文書)

オンラインストレージ/PDFツールの導入・展開

Step1
(設備管理Gr)

完

完

物品持込(持出)許可願の簡素化

時間外入出門届の簡素化

夜間駐車申請書の簡素化

請負業者規則の改正

徳山製造所構内管理要領の改正

申請の簡素化

ルール改正

架構等接触防止要領の改正

国際埠頭立入許可申請書の電子化

構内車両通行許可申請書の電子化

警報装置設置済証交付申請書の電子化

メールを活用した
電子化

完

完

完

完

完

完

完

完

完

全社ルール改正/制定
情報管理基準の改正

文書保存要領の制定

規程プロセス見直し

(3)間接業務
ペーパレス化

規程プロセスの電子化

規程関連規程・ルール類見直し

各所管間接業務 見直し

人事関連領域(申請・社宅・年末調整等)の電子化 保留

その他領域の電子化(第3Gr)

横展開 他拠点への横展開

(4)設備関係申
請・帳票の高度

化

他部署(製造・技術)への電子レビュー展開

フォルダ体系、ファイルリネームルールの整備

データカタログ、データライフサイクルの作成

ルール遵守のためのプロセス検討

Step2実装にあたっての規程・ルール類見直し

設備保全システム一元化後を見据えたデータ管理高度化Step3(設備管理Gr)

共同編集による同時レビュー展開

業務に適したデバイス・ツールの整備・普及

ツール活用ノウハウ／業務への適用事例等の展開・啓発

Step2
(設備管理Gr)

横展開 他拠点・他部署への横展開

(5)データマネジ
メント強化

完

完

完

(2)決裁電子
化・電子署名の
基盤整備

決裁電子化

電子契約・電子署名

稟議・決裁の電子化

決裁規則の改正

電子契約の導入

電子署名の導入

完

完

システム化による
申請の電子化

*予定含む

(4)設備関係申
請・帳票の高度

化

入構許可願兼異動届・入構者安全教育免除申請書の電子化

自動車乗入申請書の電子化

通勤自動車登録届の電子化

保留

保留

保留

工事安全作業計画書の電子化

作業員名簿の電子化

完

火気使用許可願の電子化

電気・蒸気使用許可願の電子化

完

完

環境安全領域(集計・分析・報告・監査業務等)の電子化

保留

完

完

完

完

完

完
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